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越
　
宏
一
︵
東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授
︶

　
﹃
挿
絵
の
芸
術
﹄︵
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
九
年
︶、﹃
線
描
の
芸
術
﹄

︵
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
︶、﹃
風
景
画
の
出
現
﹄︵
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
四
年
︶、﹃
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
芸
術
﹄︵
同
、
二
〇
一
二
年
︶

岩
谷
　
秋
美︵
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学
、ウ
ィ
ー
ン
大
学
留
学
中
︶

﹁
ウ
ィ
ー
ン　

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
大
聖
堂
の
建
築
空
間　

︱
後
記
ゴ
シ
ッ

ク
建
築
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
・
ヴ
ォ
ー
ル
ト
の
様
式
的
分
析
︱
﹂﹃
美
術
史
﹄

一
六
八
号
︵
二
〇
一
〇
年
︶

青
山
　
愛
香
︵
獨
協
大
学
外
国
語
学
部
准
教
授
︶

﹃
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
遍
歴
時
代　

︱
初
期
素
描
の
研
究
﹄︵
中
央
公
論
美
術

出
版
、
二
〇
〇
九
年
︶

小
林
　
賴
子
︵
目
白
大
学
社
会
学
部
教
授
︶

　
﹃
改
訂
新
版　

花
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

描
か
れ
た
花
の
意
味
﹄
八
坂
書
房
、

二
〇
〇
三
年
︶、﹃
花
と
果
実
の
美
術
館
﹄︵
同
、
二
〇
一
〇
年
︶

前
田
　
富
士
男
︵
中
部
大
学
人
文
学
部
教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
︶

　
﹃
伝
統
と
象
徴　

︱
美
術
史
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
﹄︵
編
著
、
沖
積
社
、

二
〇
〇
三
年
︶、﹃
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー　

造
形
の
宇
宙
﹄︵
慶
應
義
塾

大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
︶

大
原
　
ま
ゆ
み
︵
明
治
学
院
大
学
文
学
部
教
授
︶

　
﹃
世
界
美
術
大
全
集　

第
二
〇
巻　

ロ
マ
ン
主
義
﹄︵
共
著
、
小
学
館
、

一
九
九
三
年
︶、﹃
名
画
へ
の
旅　

一
九
世
紀
Ⅰ　

さ
ま
よ
え
る
魂
﹄

︵
共
著
、
講
談
社
、
一
九
九
三
年
︶

池
田
　
裕
子
︵
京
都
国
立
近
代
美
術
館
学
芸
課
主
任
研
究
員
︶

﹃
ク
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
都
市
計
画
ま
で　

︱
ヘ
ル
マ
ン
・
ム
テ
ジ
ウ
ス
と

ド
イ
ツ
工
作
連
盟
﹄︵
京
都
国
立
近
代
美
術
館
ほ
か
、
二
〇
〇
二
年
︶、

K
atagam

i Style

︵
同
、
二
〇
一
二
年
︶

野
田
　
由
美
意
︵
成
城
大
学
、
多
摩
美
術
大
学
、
上
智
大
学
、
実
践
女
子
大
学
講
師
︶

　
﹃
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
の
文
字
絵
﹄︵A

R
T

ES, 

二
〇
〇
九
年
︶、﹃
パ
ウ
ル
・

ク
レ
ー　

東
洋
へ
の
夢
﹄︵
千
葉
市
美
術
館
ほ
か
、
二
〇
〇
九
年
︶

佐
藤
　
直
樹
︵
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
准
教
授
︶

　
﹃
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
の
風
景
素
描
﹄︵
国
立
西
洋
美
術
館
、

二
〇
〇
三
年
︶、﹃
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
版
画
・
素
描
展　

︱
宗

教
・
肖
像
・
自
然
︱
﹄︵
同
、
二
〇
一
〇
年
︶

〈
執
筆
者
と
、
今
回
の
発
表
に
関
わ
る
主
な
業
績
〉


